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特集②　子育て支援の充実を目ざして

　

子
育
て
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
に
基
づ

い
て
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」が
、４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

市
で
は
新
制
度
に
従
い
、
新
た
な

取
り
組
み
や
手
続
き
の
変
更
を
行

い
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま

す
。今
回
は
、子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

こ
ど
も
園
課
（
℡  
８

９
３
・
６
４
０
７
）

新
制
度
で
進
め
る
取
り
組
み

① 

保
育
の
場
を
増
や
し
、
待
機
児
童

を
減
ら
し
ま
す
。

② 

幼
児
期
の
学
校
教
育
や
保
育
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援

の
量
の
拡
充
や
質
の
向
上
を
進

め
ま
す
。

③ 

幼
稚
園
と
保
育
所
の
い
い
と
こ

ろ
を
ひ
と
つ
に
し
た
「
認
定
こ
ど

も
園
」を
普
及
さ
せ
ま
す
。

新
制
度
で
の
教
育
・
保
育
の
場

　

小
学
校
就
学
前
の
施
設
と
し
て
、

幼
稚
園
と
保
育
所
に
加
え
て
、「
認

定
こ
ど
も
園
」
を
普
及
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
少
人
数
の
子

ど
も
を
保
育
す
る
「
地
域
型
保
育
」

を
創
設
し
ま
す（
左
図
参
照
）。

３
つ
の
認
定
区
分

　

新
制
度
に
移
行
す
る
幼
稚
園
・

保
育
所
な
ど
を
利
用
す
る
場
合
は
、

年
齢
、
教
育
・
保
育
の
必
要
性
に
応

じ
た
支
給
認
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
、
認
定
区
分
に
よ
っ
て
利
用
先

が
決
ま
り
ま
す
。

　

新
制
度
に
移
行
し
な
い
幼
稚
園

に
つ
い
て
は
、
認
定
申
請
は
不
要
で

す
。各
園
で
入
園
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

27
年
４
月
開
始

〈1号認定〉　幼稚園・認定こども園（幼稚園部分）の利用を希望するとき
　　※新制度に移行しない幼稚園へ入園する場合、認定手続きは不要です。

〈2号・3号認定〉　保育所・認定こども園（保育所部分）・地域型保育の利用を希望するとき
　　※ 現在、保育所の入所を申し込み中の人には、11月以降に順次必要書類を送付しますので、

ご確認ください。

幼稚園などに
直接利用を申
し込む

➡
幼稚園などか
ら入園の内定
を受ける

➡
幼稚園などを
通じて、利用の
ための認定を
申請する

➡
幼稚園などを
通じて、市が認
定証を交付す
る

➡ 幼稚園などと
契約をする

市に「保育の必要
性」の認定と、保
育所などの利用希
望を申請する

➡ 市が認定証を
交付する ➡

申請者の希望
などにより、市
が利用調整を
する

➡ 利用先の決定後
契約をする

　

保
育
所
に
つ
い
て
は
、
27
年
４
月

か
ら
入
所
を
希
望
す
る
場
合
、
必
ず

認
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。現
在
入

所
中
で
、
継
続
し
て
入
所
を
希
望
す

る
場
合
は
、
保
育
所
を
通
し
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

認定区分 対　象 利用先
1号認定

（教育標準時
間認定）

子どもが満 3 歳以
上で、幼児教育の希
望者

幼稚園、認定こど
も園（幼稚園部分）

2 号認定
（保育認定）

子どもが満 3 歳以
上で、保育を必要と
する希望者

保育所、認定こど
も園（保育所部分）

3 号認定
（保育認定）

子どもが満 3 歳未
満で、保育を必要と
する希望者

保育所、認定こど
も園（保育所部分）、
地域型保育

※ 新制度に移行する他市町村の幼稚園へ通園してい
る場合も認定が必要です。
※ 他市町村の認定こども園に2号認定で入園する場
合は、交野市とその市町村との利用調整が必要です。

新制度利用の流れ　　〈支給認定申請は11月から受け付けます〉

保
育
認
定（
２
号
・
３
号
認
定
）

　

保
育
を
希
望
す
る
場
合
の
保
育

認
定
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
①
〜
③

が
考
慮
さ
れ
ま
す
。

① 

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
（
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
）

▽ 

就
労
（
フ
ル
タ
イ
ム
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
、
夜
間
、
居
宅
内
の
労
働
な

ど
、
基
本
的
に
す
べ
て
の
就
労
を

含
む
）

▽
妊
娠
、出
産

▽
保
護
者
の
疾
病
、負
傷
、障
が
い

▽ 

同
居
ま
た
は
長
期
入
院
し
て
い

る
親
族
の
介
護
・
看
護

▽
災
害
復
旧

▽
求
職
活
動（
起
業
準
備
を
含
む
）

▽ 

就
学
（
職
業
訓
練
校
な
ど
に
お
け

る
職
業
訓
練
を
含
む
）

▽
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
恐
れ
が
あ
る

▽ 

育
児
休
業
取
得
中
に
、
す
で
に
保

育
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い

て
、継
続
利
用
が
必
要
で
あ
る

▽ 

そ
の
他
、
前
述
に
類
す
る
状
態
と

し
て
市
が
認
め
る
場
合

※ 

同
居
の
親
族
が
子
ど
も
を
保
育

す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
利
用

の
優
先
度
が
調
整
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

② 

保
育
の
必
要
量
（
就
労
を
理
由
と

す
る
場
合
、い
ず
れ
か
に
区
分
）

▽ 「
保
育
標
準
時
間
」
利
用
＝
フ
ル

タ
イ
ム
就
労
を
想
定
し
た
利
用

時
間（
最
長
11
時
間
）

▽ 「
保
育
短
時
間
」
利
用
＝
パ
ー
ト

タ
イ
ム
就
労
を
想
定
し
た
利
用

時
間（
最
長
８
時
間
）

※ 「
保
育
短
時
間
」
利
用
が
可
能
と

な
る
保
護
者
の
就
労
時
間
の
下
限

は
、１
か
月
あ
た
り
64
時
間
で
す
。

③「
優
先
利
用
」へ
の
該
当
の
有
無

　

ひ
と
り
親
家
庭
、
生
活
保
護
世

帯
、
生
計
中
心
者
の
失
業
、
子
ど
も

に
障
が
い
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
保

育
の
優
先
的
な
利
用
が
必
要
と
判

断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
育
料
に
つ
い
て

　

現
在
、
保
育
所
は
保
護
者
の
所
得

に
応
じ
た
保
育
料
、
幼
稚
園
は
園
が

定
め
た
保
育
料
を
支
払
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
新
制
度
で
は
、

ど
ち
ら
も
保
護
者
の
所
得
に
応
じ

た
保
育
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
（
現
行
は
所
得
税
で
決
定
し
て

い
ま
す
が
、
新
制
度
で
は
住
民
税
で

決
定
し
ま
す
）。

　

金
額
に
つ
い
て
は
国
の
基
準
を

も
と
に
、
市
が
設
定
し
ま
す
。
今
後

決
定
次
第
、
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。新
制

度
に
移
行
し
な
い
幼
稚
園
に
つ
い

て
は
、
現
行
ど
お
り
各
園
で
設
定
し

ま
す
。

地
域
の
子
育
て
支
援
事
業

　

家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、必
要

な
支
援
を
選
択
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
、情
報
の
提
供
や
相
談
・
援
助
を

行
う
利
用
者
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

事
業
の
例
＝
一
時
預
か
り
事
業
、
親

子
が
交
流
で
き
る
拠
点
づ
く
り
、
乳

児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
、
延
長
保
育

事
業
、妊
婦
健
康
診
査
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど

認定こども園
（対象＝ 0～ 5歳）

　教育と保育を一体的に行い、地域の子育て支援
も行う施設
★「認定こども園」の特徴
　保護者の働いている状況に関わらず利用でき、
就労状況が変わった場合にも通いなれた園を継続
利用できます。また、通園していない家庭も、子育
て相談や親子の交流の場などに参加できます。

地域型保育
（対象＝ 0～ 2歳）

　市が認可する施設で、小人数で保育を行う施設
★「地域型保育」の 4つのタイプ
① 家庭的保育＝定員 5人以下を対象に、家庭的な
雰囲気のもとで、きめ細かな保育を行う。

② 小規模保育＝定員 6～ 19 人を対象に、家庭的
保育に近い雰囲気のもとで、きめ細かな保育を
行う。
③ 事業所内保育＝会社の事業所の保育施設など
で、従業員の子どもと地域の子どもを一緒に保
育する。
④ 居宅訪問型保育＝障がいや疾患などのケアが必
要な場合などに、保護者の自宅で 1対 1で保育
を行う。

NEW!

幼稚園
（対象＝ 3～ 5歳）

　小学校以降の教育の基礎をつくるための、幼児
期の教育を行う学校
〈昼過ぎごろまでの教育時間のほか、園により教育
時間前後や園の休業中の預かり保育などを実施〉

保育所
（対象＝ 0～ 5歳）

　就労などのため、家庭で保育のできない保護者
に代わって、保育する施設
〈夕方までの保育のほか、園により延長保育を実施〉

新制度での教育・保育の場

新制度　Q＆ A新制度　Q＆ A

　新制度に移行する
幼稚園や保育所への
入園手続きは、従来の
申込方法から変更さ
れますか？

　新制度の手続きは、従来と大
幅には変わりません。ただし、
認定を受けることなど、異なる
点もありますので、ご不明な点
はお問い合わせください。

　認定証に有効期間
はありますか？

　原則、最長 3年間有効です。
ただし、認定区分の変更時には
認定証も変わります。

Q

Q

A

A


